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や
ま
し
た
み
ず

麻
生
家
本

『
山
下
水
』
の
書
誌
的
報
告

松

原

志

伸

は
じ
め

に

 
源
氏
物
語
の
注
釈
書
は
、
は
や
く
平
安
時
代
末
期
に
出
現
し
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
藤
原

(世
尊
寺
)
伊
行
の

『源
氏
釈
』
は
、
源
氏
物
語

注
釈
書

の
嗜
矢
的
な
存
在
で
あ
り
、
和
歌

・
漢
詩
文

・
歌
謡
の
出
典
考
証

を
中
心
と
し
、
藤
原
定
家
の

『奥
入
』
は
、
伊
行

『源
氏
釈
』
を
根
底
と

し
て
、
自
説
を
書
き
加
え
る
体
裁
を
取

っ
て
い
る
。

 
藤
原
俊
成
の

『六
百
番
歌
合
』
で
の
著
名
な
判
詞

「源
氏
見
ざ
る
歌
詠

み
は
遺
恨
の
事
な
り
」
に
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
源
氏
物
語
は
和
歌
の

世
界
で
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。
室
町
時
代
中
期
以
降
は
連
歌
が
盛
ん
に
な

る
が
、
や
は
り
源
氏
物
語
は
重
要
な
創
作
の
源
泉
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
た

歌
人

・
連
歌
師
達
を
は
じ
め
、
源
氏
物
語

へ
の
深
い
理
解
を
求
め
る
人
々

に
よ

っ
て
、
多
く
の
注
釈
書
が
生
れ
て
き
た
。

 

『山
下
水
』
も
ま
た
、
室
町
時
代
後
期
に
、
三
条
西
実
枝

(
一
五

一
一

-
七
九
)
に
よ
っ
て
成

っ
た
源
氏
物
語
の
注
釈
書
の

一
つ
で
あ
る
。

 
諸
本
と
し
て
は
、
天
理
図
書
館
蔵
本
他
数
本
が
現
存
す
る
が
、
今
回
は

現
在
慶
応
義
塾
大
学
付
属
研
究
所
斯
道
文
庫
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
麻
生
家

本
の

『
山
下
水
』
(以
下

「麻
生
家
本
」
と
称
す
)
を
取
り
上
げ
る
。
こ

の
書

は
実
枝

の
死

か
ら
百
十

年
後

に
生

ま
れ

た
鳥
丸

光
栄

が

、
傭

筆

に
命

じ

て
書

写

さ
せ

た
も

の
で
あ
る
。

ま

た
こ
れ

に
添

え
ら
れ

た

光
栄
自

筆

に

よ

る
折

紙

に
は

、
実
枝

没
後

の

『
山
下

水
』
享

受

の
様
子

を

う

か
が

わ
せ

る
記
述

も

み
ら

れ
、

興
味

深

い
資

料

と

い
え

る
。

 

な

お
、
本

稿

は
平
成

九
年

度
川

上
新

一
郎
先

生
御

担
当

の
斯
道

文
庫

講

座

の

レ
ポ

ー

ト
を
も

と

に
書

き
改

め

た
も

の
で
あ

る
。
そ

の
際

い
ろ

い
ろ

と
ご

教
示

を
た

ま

わ

っ
た

川
上
先

生

を
は

じ
め
、

国
文
学

専

攻

の
佐
藤

道

生

先

生

・
関
場

武
先

生

に
、
記

し

て
深

甚

の
謝

意

を
捧
げ

た

い
。

ま

た
、

資

料

の
閲
覧

に
当

っ
て
お
世
話

た
ま
わ

っ
た
宮

内
庁

書
陵

部

に
対
し

て
も
、

深
く

御
礼

を
申

し
上
げ

る
次
第

で
あ

る
。

二
 

「
山
下
水
」
諸
本

 

『山
下
水
』
の
う
ち
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
も
の
は
、
実
枝
自
筆
の

天
理
図
書
館
蔵
本
と
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
の
三
部
、
京
都
大
学
文
学
部

蔵
本
等
で
あ
る
。

[天
理
図
書
館
蔵
本
]

 
実
枝
自
筆
本
と
さ
れ
る
天
理
図
書
館
蔵
本

(以
下

「実
枝
本
」
と
称
す
)
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は
、
項
目
語
彙

と
注
記
内
容

の
相
違

な
ど

に
よ

っ
て
二
種
類

に
大
別

さ
れ
る
。

甲
本

[第

一
]
梧

・
帯

木

・
空

蝉

・
夕
顔

・
若

紫

・
末

摘
花

・
紅

葉
賀

・

 
 
 

花
宴

・
若
菜
上

・
若

菜
下

・
夕

霧

・
御
法

・
幻

・
匂
宮

・
紅
梅

・

 
 
 

竹

河

 
 

[第

二
]
常

夏

・
簿

火

・
野
分

(常
夏

と
舞

火
と

野
分

で

一
冊

)

・

 
 
 

行

幸

乙
本

 
空

蝉

・
夕

顔

・
若
紫

・
末

摘
花

・
紅

葉
賀

(末
摘

花

と
紅
葉
賀

で

 
 
 

一
冊
)

・
花
宴

・
葵

・
賢

木

・
初
音

(甲
本

第

二

の
二
冊

は
、
他

二
十

四
冊

と
装

訂

・
寸

法

が
異
な

る
が

、
実

枝
自
筆

と
認

め
ら
れ

る
も

の

で
、

本
文

は
甲

本
系

に
属

す
る
。
)

 
甲
本

十

八
冊

は
項
目

が
多

く
、

そ

の
注
記
内

容

も
豊
富

で
、
筆

致

も
整

い
、
注

釈
書

と

し
て

の
体
裁

を
整

え

て

お
り
、

乙
本

八

冊
は
項

目
も
少

な

く
、
注

記
内

容

も
断
片

的

で
簡
略

、
筆

致

も
粗
雑

で
あ

る
。

[書
陵

部
蔵

本

]

 
宮

内
庁

書

陵

部
蔵

本

の
う

ち

一
本

は
、

「総

説

、
桐

壺
、

若
菜

を

二
冊

に
し
た
外

は
、

一
巻

一
冊

(常
夏

、
舞

火
、

野
分

は
合

一
冊
)

に
輯

め

て

ゐ

る
が
、

現
在
葵

か
ら
玉
鍾

迄
十

四
巻

、
藤

袴

か
ら
藤
裏

葉

の
四
巻

、
柏

木

か
ら

鈴
虫

の
三
巻

及
宇

治
十

帖

の
計

三

十

】
巻

を
鉄

い
て
ゐ

る
」
た
め
、

二
十

二
冊
本

と
な

っ
て

い
る
。

 
各
巻

末

に
書
写

校
合

の
年

次

が
あ

り
、

そ
れ

に
よ
り
慶

長
十

三
年

(
一

六
〇

八
)

か
ら
十

五
年

(
一
六

一
〇

)

の
間

に
中

院
家

で
転
写

さ

れ
た
本

で
あ

る

こ
と
が
分

か

る
。
素

然

(通
勝

)

と
通
村

の
勘

注
が
附

加

さ
れ

て

い
る
が
、

こ

の
本

は
通

村

の
手

に
よ

る
写
本

と

さ
れ

て

い
る
。

 

こ

の
宮
内

庁
書

陵
部

本

(以

下

「
通
村

本
」

と
称

す
)

に
お

い
て
特

徴

的

な

の
は
、
竹

河
巻
末

に
、
実

枝
自

筆
本

の
体

裁
、
行

数
、

大

き
さ
な

ど

を

詳
記

し

て

い
る
点

で
あ

る
。

 

通
村

本

は
実

枝
自

筆
本

全

冊
と

の
照
合

の
結

果
、

甲
本

の
写

し

で
あ

っ

て
、

乙
本

の
写

し
は

混
ざ

っ
て

い
な

い
。

[そ

の
他

の
諸
本

]

 

書
陵

部

に
は

通
村
本

の
ほ
か

に
、
通

村
本

と
同

じ
奥
書

を
有

す

る
江
戸

末

期
写

の
二
十

一
冊
本

と
、

『
源
氏

物
語

抄
箋
』

(帯

木

・
空

蝉

・
夕

顔

・

若
紫

・
若
菜

上

・
夕
霧

)

一
冊
本

が

あ
る
。

ま
た
、

京
都

大
学

文
学

部

に

は

二
冊
本

『
源
氏

注
解

』
が

所
蔵

さ

れ
て

い
る
。

 

『
源
氏
物

語
抄

箋
』

と

『
源
氏

注
解

』

は
内

容
的

に
重

な

り
、
空

蝉

・

夕

顔

・
末
摘

花

・
夕
霧

の
巻

に
は
、
通

村
本

と
重
複

す

る
奥

書

が
記

さ

れ

て

い
る
。

三
 
麻
生
家
本

『
山
下
水
」
書
誌

 

こ

こ
に
紹
介

す

る
麻
生
家

本

は
、

通
村
本

の
転
写

本

で
あ

り

(後

述

)
、

本

の
形

態
ほ
か
書

誌
的

事
項

及
び
内

容
は
ほ
ぼ
通

村
本

と
の

一
致

を

み
る
。

(
な

お
、

通
村

本

と

の
本
文

の
校

合

は
、
榎

本
正
純

氏
編

著

の

『
源
氏

物

語
山

下
水

の
研
究

』

(和
泉
書

院
 

平
成

八
年

二
月
)
に
あ

る
翻
刻

に
よ

っ

た

が
、
著

書
が

書
陵

部

の
ご

好
意

を
得

て
閲

覧
し

た
と

こ
ろ

、
原

本

と
異

な

る
箇
所

も
散

見

さ
れ

た
た
め

、
今

回

は
と
り
あ

え
ず
私

見

に
よ

り
、

訂

正

し
た
本

文
を
掲

出

す

る
。
)

 
横

本
袋

綴
写

本

二
十

二
冊
本

、
縦

約
十

四

二
ニ
セ
ン
チ

×
横

二
十

・
三

セ
ン
チ
。

 

二
十

二
冊

そ
れ

ぞ
れ

の
外
題

・
扉

題

・
一
面
行

数

・
墨
付

丁
数

は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

一35一



表

1

巻
 
 
名

外
 
 
題

扉
題
(
字
の
大
き
さ
は
不
定)

一

面
行
数

墨
付
丁
数

桐
壷

山
下
水桐

山
下
水(
左
下)
桐(
左
横
下)
箋

16

37

桐
壷

山
下
水
壷

山
下
水(
右
下)
壷

16

1
17

37

帯
木

山
下
水
帯
木

第
二

帯
木

16

48

空
蝉

山
下
水
空
蝉

第
三

空
蝉

16

13

夕
顔

山
下
水
夕
顔

第
四

夕
顔

16

46

若
紫

山
下
水
若
紫

第
五(
右
下)
若
紫

16

1
17

15

末
摘
花

山
下
水末

摘
花

第
六

16

1
19

28

紅
葉
賀

山
下
水紅

葉賀

第
七(
右
下)
賀

19

1
21

21

花
宴

山
下
水
花
宴

第
八

宴

17

1
19

17

初
音

山
下
水初

音

初
子

16

45

胡
蝶

山
下
水胡

蝶

山
下
水(
右
下)
胡
蝶

17
1
23

16

蛍

山
下
水
蛍

山
下
水(
右
下)
蛍

16
1
19

19

常
夏
簿
火
野
分

山
下
水

雛

簑

山
下
水(
右
下)
常
夏

篶
火(
左
下)
野
分

16

48

行
幸

山
下
水
行
幸

山
下
水(
右
下)
行
幸

16

21

若
菜
上

山
下
水
若

[

朱]

若

16
1
18

9

若
菜
下

山
下
水菜

[

朱]

菜
〔

墨〕

(

左

端)

若

下

16

17

夕
霧

山
下
水
霧

[

朱]

霧

16

15

御
法

山
下
水
法

[

朱]

法

16
-

17

7

幻

山
下
水
幻

[

朱]

幻
[

墨]
(
左)

法

16
-

18

12

匂
宮

山
下
水
匂

山
下
水(
左
下)
匂

17
i

18

28

紅
梅

山
下
水
紅

山
下
水(
左
下)
紅

17
1

19

23

竹
河

山
下
水
竹

山
下
水(
右
下)
竹

18
1

22

47
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本
文

料
紙

は
薄

様
斐

紙
。

一
面

十
六
行

書

き
が
多

い
が
、

部
分

的

に
小

字

の
箇

所

が
あ

り
不
定

、
胡

蝶
巻

の
よ
う

に
二
十

三
行
書

き
を
含

む
巻

も

あ

る
。
字

面

の
高

さ

は
約

十

・
七

セ
ン
チ
。

 

表

紙

は
鳥

の
子
紙
。

中

央

に
打
付

書

で

「
山

下
水
打
」

な
ど

と
書
名

と

巻
名

を

記

す
。

巻
名

は
桐
壺

巻

が

二
冊

あ

る
た

め

「
桐

」

「
壺
」

に
分

け

ら

れ
、
若
菜

巻

が
上

下
巻

あ

る
た

め
に

「
若

」

「菜

」

に
分
け

ら
れ

る
他
、

夕
霧
巻

以
降

は

一
文
字

に
略

さ
れ

て

い
る
。

扉

に
も
外
題

と
同

じ
よ

う

に

書
名
巻

名

が
記

さ
れ

て

い
る
が

、
中
央

に

「
山
下
水
桐
」

と
あ

る
ほ

か

に
、

左

横

下

に

「
箋

」

と
書

い
て

あ

っ
た

り
、

「
第

二

帯
木

」

「
第

五
若
紫
」

「
第

六
」
、

朱
色

で

「
若
」

と
書

か

れ
る
な

ど
統

一
性
が

な

い
。

内
題

は
、

本
文

の
は

じ

め

に
記

さ
れ

、
巻

に
よ

っ
て
光

源
氏

の
年
齢

や
巻
名

の
由

来

(
「帯

木

十

六
歳

以

歌
」
)
や
巻

名

の
別
称

(「
匂

兵
部
卿

宮

匂

宮

ト
斗

モ
号

ス
」
)

な

ど
が
続

け

て
書

か
れ

て

い
る
。

 

各
巻

と

も
遊
び

紙

が
前

後

に

一
丁

つ

つ
あ

る
。
但

し
御

法
巻

は
後

ろ

に

は

二
丁
、
竹

河
巻

が
後

ろ

に
は
三
丁

分
遊
び

紙
が

あ
る
。

墨
付

丁
数

は
七

か

ら
四
十

八
ま

で
と
巻

に
よ

っ
て
か
な
り
異

な

る
。

 

奥
書

は
、

左

に
示

し
た

よ
う

に
、

う
ち
十

五
冊
分

に
あ

る
が

、
親

本

の

転
写

で
あ

る
た

め
、

実
写
年

が

書

か
れ

て
い
る

の
で
は

な

い
。

な

お
、

こ

の
奥
書

は
書

陵
部

の
通
村
本

と

一
致

し

て
い
る
。

 

 
慶

長
十

五
林

鐘

仲

四

〕
校

了

〈桐

〉

 

 
慶

長

十
五
林

鐘

中

二
書
写

之
朱
点

同
日

了

〈壷

〉

 

 
慶

長
十

五
十

朔

朱
点

一
校

了

〈空

蝉
〉

 

 
慶

長
十

五

小
春

十
七

加
朱

点
之
次

読
合

了

〈
夕
顔
〉

 

 
慶

長

十

四
十

二
十

八
写

之
同
廿

四
夜
朱

了

〈
末
摘
花

〉

 

 
慶

長

十

五

二
二
於
番

所
書

写
之

〈
紅
葉

賀
〉

 
 
慶
長
十
三
霜
十
八
灯
下
書
之
諸
抄
略
之

〈胡
蝶
〉

 
 
慶
長
十
三
霜
廿
六
未
刻
書
之
諸
抄
注
略
之
同
日
朱
了
此
用
行
数
不
守

 
 
写
本
者
也

〈蛍
〉

 
 
慶
長
第
十
三
騰
仲
九
於
灯
下
終
功
了
朱
点
同
夜

〈常
夏
〉

 
 
慶
長
十
三
廿
書
之
不
及

一
校
者
也
重
而
可
遂

〈筆
火
〉

 
 
慶
長
十
三
騰
廿
八
同
日
朱
了

〈野
分
〉

 
 
慶
長
十
四
二
廿
八
書
之
齢
糊
腱
購
醸
期
藷
購

〈夕
霧
〉

 
 
慶
長
十
四
三
朔
書
写
之

く御
法
V

 
 
慶
長
十
四
卯
三
書
写
了

く幻
V

 
 
慶
長
十
四
林
鐘
下

一
書
之
了
同
九
月
十

一
朱
点
了

〈匂
宮
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*
傍
線
は
朱
文
字

 
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。
本
文
の
冒
頭
に
、
紫

式
部

・
式
部
の
母

・
式
部
の
夫
宣
孝
の
系
図
を
載
せ

(3
ウ
ー
4
オ
)、

作
者
・時
代

・
物
語
之
起

・
大
意

・
物
語
ノ
時
代
之
准
拠

・
諸
本
不
同

・

諸
抄

(5
オ
ー
9
オ
)、
題
号

・
巻
名

・
発
端

(
9
ウ
ー
10
ウ
)
を
記
す
。

各
巻
に
入
る
と
、
ま
ず
巻
名
の
由
来
そ
の
他
関
連
事
項
が
記
述
さ
れ
、
続

い
て
本
文
の
語
句
・文
章
の
摘
注
が
あ
る
。
そ
し
て
竹
河
の
巻
末

(47
ウ

ー
48
オ
)
に
は
自
筆
本
の
形
態
が
、
図
入
り
で
描
か
れ
て
い
る
。

 
こ
れ
ら
は
奥
書
同
様
、
お
お
よ
そ
通
村
本
と

一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
本
文
を
見
て
い
く
と
、
送
り
仮
名
の
有
無

・
誤
字

・
脱
字
な
ど
の
異

同
が
散
見
さ
れ
る
。
検
討
す
べ
き
点
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
そ
の
若
干
を

掲
出
す
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
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表

2
巻

名・

丁
数

麻
生
家
本

通

村

本

備
 
考

桐・

17

オ

命婦

王
位

命婦

三
位

壷
・

5

ウ

女
御
位
三
位

女
御
従
三
位

帯

木・

43

ウ

醸無典
ト
也

無
典
ト
也

実
枝
本「無曲ト

也」

空

蝉・

1ー

ウ

 

 

 

 

 敷

マ

コ

ト

く

蔵

 

 

 

 

 二

マ
コ

ト

く

敷

ミ
セ
ケ

チ

夕

顔・

7

オ

大
井
川

ア 

マ 

ノ
 イ

大
井
川

振
仮
名

若

紫・

4

ウ

更
被
任

 
 醸更被
伍

実
枝
本「更被任
」

末

摘花

・

4
ウ

ほ
と

し
ら
ぬ

ほ
な
と

し
ら
ぬ

二

ミ
セ
ケ

チ

紅

葉賀

・

13
オ

 
 
本若宮宮

若
宮
宮

実枝

本「
若
宮」

花

宴・

13

オ

行
能

シ 

ワ

サ
行
能

振
仮
名

初

音・
3

オ

幸

(

ナ

シ
)

胡

蝶・

6

ウ

由

巾

螢
・

10

ウ

 

 

け歎おほや
こ

と

お

ほ

や
こ

と

 

こ

の
麻
生
家

本

『
山

下
水
』

二
十

二
冊

は
、

漆
塗

り

の
抽
斗

型

の
箱

に

納

め
ら
れ

て

い
る
が
、

そ

こ
に
薄

い
和
紙

の
包

紙

に
く

る
ま

れ
た
厚

手
和

紙

の
折

紙

二
枚
も
添

え

ら
れ

て

い
る
。

 
箱

の
蓋

に
は

「新

帖

一
二
号

/
霊

源
帝

山

下
水

」

「
0
㊨

」

の
貼

紙
。

巻
名
・

丁
数

麻
生
家
本

通

村

本

備
 考

常

夏
・

22

オ

 
 

 

 
 

姦いとふにはゆか

い

と

ふ
に

は
ゆ

る

箸

火
・

29

ウ

誤
一

誤
二

返
り
点

野

分
・

44

オ

律
令
拾
式

律令

格
式

行

幸
・

8

ウ

御
門
ノ
目

 

 

 
目御門ノ日   二

ミ
セ

ケ

チ

若
菜
上
・

7
オ

明

ケ

実
枝
本
ナ
シ

若
菜

下・

10
ウ

 本あ
ね

せ

た
る

あ

ね
せ

た
る

実
枝
本「あはせ

た
る」

夕

霧
・

10

ウ

者

者
・

返
り
点

御
法・

5

オ

随
仙
人
供
給
所

 
 

 
 

 
所随仙人供給可     二

ミ
セ

ケ

チ

幻・

12

ウ

(

ナ

シ)

敦
忠

匂

宮
・

18

ウ

(

ナ

シ)

箋

実
枝
本
ナ
シ

紅

梅
・

20

オ

女
御
中
君

女
御
ト
中
君

竹

河
・

8

ウ

 

 
深年ノ源

ル

ヲ  ニ

年
ノ

深
ル

ヲ

ミ
セ

ケ

チ

包

紙

に
は

「
山
下

水

ノ
儀

 

二
枚

」

と
書

か
れ
、

一
枚

に
は

「
山

下
水

目

録

 
光

雄
卿
御

筆

之
写

」

と
あ

り
、

二
十

二
帖

の
題
名

が
記
載

さ
れ
、

も

う

一
枚

に
は

「
山

下
水

来
由

」

と
あ

り
、

以
下

の
文
面

が
記
載

さ
れ

て

い

る
。
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山
下
水
耐
匙
都
也
/
右
借
賜
官
庫
御
本
書
爲
之
/
日
限
僅
間
命
傭
筆
令

臨
写
侃
/
全
躰
鹿
相
之
躰
也
併
自
遂
校
合
/
了
間
不
及
甚
過
謬
歎
外

題
/
霊
元
院
勅
筆
也

一
枚
之
目
録
者
/
光
雄
卿
御
筆
也
如
形
爲
之
畢

/
此
抄
三
光
院
抄
也
明
星
抄
者
/
称
名
院
抄
也
御
外
題
自
家
願
之
時

/
後
陽
成
院
三
光
院
抄
由
被
思
食
/
違
而
被
下
明
星
抄
号
了
傍
於
家

も
/
其
分
二
指
置
云
々
此
義
委
細
趣
/
資
慶
卿
御
聞
書
被
載
之
故
公

福
卿
/
同
物
語
也
此
抄
者
不
流
布
世
三
條
/
西
家
秘
蔵
物
也
経
乱
世

等
星
霜
/
過
半
紛
失
歎
当
時
於
家
も
所
残
/
此
廿
二
冊
云
々
依
仰
先

年
献
上
被
/
写
留
之
御
本
也
此
中
通
村
公
書
/
加
義
等
所
見
上
者
彼

時
節
被
/
借
用
中
院
家
歎
併
当
時
中
院
家
/
無
此
本
渓
雲
院
内
府
被

作
新
抄
時
/
於
所
持
者
可
被
書
載
義
也
新
抄
余
/
遂
写
校
処
不
被
載

此
書
義
也
尤
/
右
新
抄
至
宝
也
併
此
抄
中
又
金
/
玉
説
間
有
之
誠
可

謂
珍
宝
如
此
/
抄
物
及
不
足
儀
可
惜
々
々
此
度
書
/
校
了
納
函
底
次

粗
注
其
来
由
/
伝
子
彦
者
也
/
/
延
享
四
年
孟
夏
 
光
栄

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
/
は
改
行
を
示
す

四
 

三
条
西
家
の
源
氏
物
語
注
釈
書

 
折
紙

の
内
容
に
入
る
前
に
、
『山
下
水
』
作
成
の
経
緯
等
を
大
ま
か
に

お
さ
え
て
お
き
た
い
。

 
実
隆

・
公
条

・
実
枝
と
続
く
三
条
西
家
は
、
古
今
伝
授
の
継
承
な
ど
和

学
の
最
高
権
威
と
し
て
知
ら
れ
る
。

 
祖
父
実
隆
は
宗
祇

・
肖
柏
と
い
う
当
時
を
代
表
す
る
連
歌
師
と
親
交
が

あ
り
、
肖
柏
が

一
条
兼
良
や
宗
祇
の
講
釈
を
聴
い
て
ま
と
め
た

『源
氏
聞

書
』
を
も
と
に
、
宗
祇
が
兼
良
に
質
問
し
て
得
た
注
記

・
肖
柏
が
兼
良
に

質
問
し
て
得
た
注
記
と
旧
説

・
自
説
を
書
き
加
え
、
『弄
花
抄
』
を
作
成

し
た
。

 

『弄
花

抄

』
作
成

後
、

実
隆

は

『
細
流

抄
』

の
執
筆

に
と

り

か
か
り

、

そ
れ

を
も

と

に
講
釈

を
始

め
た
。
公

条

は
、
父
実

隆

の
講
釈

を

ノ
ー

ト
し
、

『
源

氏
物

語
聞

書
』

に

ま
と

め

る
。

公
条

は
自

ら
講
釈

を

す

る
際

、

『
聞

書

』
を
も
と

に
注

記

の
書

き

入
れ

を
し

て

い

っ
た
。
そ
し

て

こ

の

『聞
書

』

の
注
記

な

ど
を
整

理

・
増

補

し

て

い
き
、

『明

星
抄

』
が
完

成

し

た
。

 

祖

父
実
隆

か

ら
父
公
条

へ
と
継

承

さ
れ

て

い

っ
た
三
条

西
家

の
源
氏

学

で
あ

る
が
、

永
禄

六
年

(
一
五
六

三
)
十

二
月

に
公
条
が

没

し

た
後

、

実

枝

が

『
山
下

水
』
を
作
成

す

る
ま

で

に
は
、
や

や
歳

月

の
隔

た
り

が
あ

る
。

 

永
禄

十

二
年

(
一
五

六
九

)
六

月
、
実

枝

は
十

七
年
過

ご

し

た
甲
斐

駿

河

か
ら
帰
洛

し

た
。
そ

れ

か
ら
死
没

す

る
天

正
七
年

(
…
五

七
九

)
六

十

九
歳

ま

で
の
晩
年
十

年

間
が

、
彼

の
古
典

学
者

と

し

て
充

実

し

た
日

々
で

あ

っ
た
。

 

永
禄

十

三
年

(
一
五

七
〇

)

三
月
、

帰
洛

の
翌

年

か
ら
実

枝

は
宮
中

で

源
氏
物

語

の
講
釈

を
開

始

す
る
。

『山

下
水
』

の
冒
頭
部

分

「
時
代

」

の
項
目

に
は
、

 

 
寛

弘
初

造

之
 

康

和
末

流
布

 

 

自
寛

弘
元

甲
辰
至

永
禄

十

三
戊
午

 

五
百

五
十
五
年

歎

 

と
あ

り
、

講
釈

を

開
始

し

た
年

に
、

『
山
下

水
』

の
作
成

作

業

に
も

と

り

か
か

っ
た
よ

う

で
あ

る
。

五
 

「
山
下
水
」
内
容
と
評
価

 
従
来

『山
下
水
』
は
、
『細
流
抄
』
『明
星
抄
』

に
続
く
三
条
西
家
の
注

釈
書
と
し
て
、
そ
の
注
釈
内
容
も
三
条
西
家
の
説

の
継
承
と
捉
え
ら
れ
る

向
き
が
多

い
。
ま
た
室
町
時
代
ま
で
の
源
氏
注
釈
書
の
集
大
成
で
あ
る
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『眠
江
入
楚
』
を
生
み
出
す
前
駆
的
業
績
と
し
て

「研
究
史
上
注
意
す
べ

き
著
述
の

一
」
と
さ
れ
る
。

 
昭
和
五
十
五
年
に
伊
井
春
樹
氏
に
よ
る

『源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究
』

(桜
楓
社
)
が
出
版
さ
れ
、
三
条
西
家
の
学
説
か
ら

『眠
江
入
楚
』
へ
の

流
れ
の
中
で
、
『山
下
水
』
と
実
枝
の
源
氏
学
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

 
ま
た
平
成
八
年
に
は
榎
本
正
純
氏
の
編
著
に
よ
る

『源
氏
物
語
山
下
水

の
研
究
』

(和
泉
書
院
)
が
出
版
さ
れ
た
。
通
村
本
を
底
本
、
実
枝
自
筆

本
を
校
合
に
用
い
た
翻
刻
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
内
容
や
成
立
に
つ

い
て
の
詳
細
な
研
究
成
果
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

 
こ
う
し
た
研
究
に
よ
っ
て
、
『山
下
水
』
の
注
釈
史
上
の
重
要
性
と
と

も
に
、
実
枝
の
注
釈
態
度
の
独
自
性
に
対
す
る
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
。

実
枝
の
注
釈
態
度
は
、
有
職
故
実
や
漢
籍
な
ど
の
原
典
引
用
に
詳
し
く
、

実
証
的
傾
向
も
強
い
が
、
自
説
と
し
て
物
語
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
深
い
読

み
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
二
・
三
例
を
引
い
て
お
く
。

 
若
菜
上
巻

「后
宮
」
の
項
目
。

 
 
弘
徽
殿
大
后
也
崩
御
事
此
巻
始
書
之
此
以
前
此
事
ア
リ
ト
可
知
之
是

 
 
此
物
語
例
也

(山
下
水
)

 
 
弘
徽
殿
の
大
后
也
此
母
后
崩
御
の
事
ま
へ
の
巻
に
見
え
す
今
は
し
め

 
 
て
書

い
た
す
也
孝
心
に
て
の
仰
也

(細
流
抄

・
明
星
抄
)

 
竹
河
巻
で
、
髪
黒
の

「あ

へ
な
く
う
せ
給
」
の
項
目
。

 
 
髪
黒
莞
去
此
段
ニ
テ
始
テ
見
タ
リ
雲
隠
巻
ノ
中
ニ
テ
莞
ト
心
得
也
此

 
 
巻
ノ
此
段
二
う
せ
給
ニ
ハ
非
ス
上
件
ノ
事
ヲ
此
段
ニ
テ
云
ヒ
述
ル
也

 
 

(山
下
水
)

 
 
髪
黒
の
莞
し
給
へ
る
也

(細
流
抄

・
明
星
抄
)

 
弘
徽
殿
大
后

・
髪
黒
の
死
は
、
そ
れ
ぞ
れ
若
菜
上
巻

・
竹
河
巻
で
は
じ

め
て
知

ら

さ
れ

る
が
、

そ

の
巻
以
前

の
出
来
事

と

し
て
語

ら

れ

て

い
る

。

こ
う

し
た
表

現

の
仕
方

を

「
此
物
語

例

」
と

し
、
髪

黒
は

「
雲
隠

巻

ノ
中

」

で
莞

じ
た

の
で
あ

ろ
う

と

す
る
、

一
歩

進

め
た
読

み
が

み
ら

れ
る
。

 

夕
顔

巻

で
、
任

国

か
ら
帰

京

し
た

「
伊
与
介

」

の
項

目
。

 

 
空

蝉

ノ
夫
也
 

任

中

の
上
洛

也
此

巻

ノ
末

十
月

具
空

蝉

又
伊
与

へ
下

 

 
向

箋

(山
下

水
)

 

 
空

蝉

の
夫
也

 
任

は

て

》
の
ほ

る
な

る

へ
し

(細
流
抄

)

 

 
空

の
夫

也
 

任
は

て

〉
上

る
な

る

へ
し
 
源

の
家
礼

な
り

(明

星
抄

)

 

三
条

西
家

の
注

が

「
任

は

て

〉
」

で
あ

る

の
に
対

し
、
実

枝

は
夕

顔

巻

末

に
あ

る

「
伊

予
介
、

神
無

月

の
朔

日
ご

ろ

に
下

る
」

の
記
述

か
ら
、

こ

の
帰
京

が

「
任
中

の
上

洛

」
と

し

て

い
る
。

 

他

に
も
実

枝

は
、
旧
説

に
対

し

て

「
言
語
道

断
也

」
「
誤

レ
リ
」

「
非
也

」

な
ど

と

い

っ
た
批

判

を
加

え
、
自

説

が
定

ま
ら
な

い
と

こ
ろ

で

は

「
此
義

未

決

」
と

す
る

な
ど
、

厳

し

い
読

み
の
姿
勢

が
う

か
が

わ
れ

る
。

「
講

釈

を
す

る

か

た
わ

ら
、

『
山

下

水
』

を
著

作

し
て

三
条

西
家

の
伝

統

を
継

承
し

よ
う

と
す

る
態
度

に
、
す

で

に
悲

壮
な

彼

の
決

意

が
偲
ば

れ

る

が
、

し

か
し
そ

れ
だ

け

で
は
満

足

せ
ず

、
実

隆

・
公
条

の
繋
縛

か
ら
脱

却

し
て
自

己
の
存
在

を
主

張
し
よ
う

と
彼
は
は

か

っ
た
。
」

(伊

井

氏
前

掲
書

)

「
父
祖

伝
来

の
源
氏
学

の
継
承

と
そ

の
集

大
成
を

志
し
な

が

ら
も
、

実

枝

は
た
だ

三
条

西
家

の
学
説

を
保
守

し
よ
う

と
努

め

て
い
た
わ

け
で
は
な

い
。

(中

略
)
物

語

の
文

脈

の
上

か
ら
す

る
、

あ

る

い
は
用
例

の
細
や

か
な

吟

味

に
よ

る
読

み
を

ベ
ー

ス

に
先

行
注

を
批

判
的

に
摂
取

し

つ
つ
、

独
自

の

読

み

の
構
築

を

め
ざ

し

て
不
断

の
努

力
を

重
ね

て

い

っ
た

の
だ

と

い
え
よ

う

か
。
」

(榎

本

氏
前
掲

童
日
)

 

実

枝

の
講

釈

を
聴

聞

し

、

『山

下

水
』

注

釈
作

業

の
手
伝

い
を

し

て

い

 It



た
甥

の
中
院

通
勝

に
よ

っ
て

『
眠
江

入
楚

』

が
生

ま
れ

る

の
だ
が
、

こ
う

し

た
実
枝

の
源
氏
物

語

へ
の
真

摯
な

態
度

は
、

通
勝

に
強

い
影

響
を
与

え

て

い
る
。

六
 
折
紙

嗣
ー

麻
生
家
本
書
写

ー

 
折

紙

に
戻

る
。

「
山
下
水

和
肛
柵
世
右

官
庫

の
御

本

を
借

賜
し

て
、

之
を
書

爲

す
。

日
限
僅

か
な

る
の
間
、
傭
筆

に
命

じ

て
臨
写

令

し
む
。
傍

っ
て
全

躰
鹿

相

の
躰
也
。

併

し
な

が
ら
自

ら
校

合

を
遂
げ

了

ん

ぬ
の
間
、

甚

だ
し

き
過

謬

に
は
及
ば

ざ

ら
ん

か
。
」

 

延
享

四
年

(
}
七
四

七
)
、

光
栄

は
官
庫

つ
ま
り

宮
中

か

ら

『山

下
水
』

を

借
用

し
た
。
期
限

を
定

め

ら
れ

た

の
か
時
間

が
少

な

く
、

人

に
命

じ

て

写

さ
せ

た
た
め

に
全
体

的

に
粗
雑

で
あ

る
が
、

校
合

は
光

栄
自

身

が
行

っ

た

の
で
、
そ
れ

ほ
ど

の
誤
り

も
な

い
こ
と
だ

ろ
う

、

と
書

き

出

す
。

 

光
栄

は
、
江
戸
時

代

の
歌

人

で
あ
り

、

こ
の
折
紙

の
書

か
れ

た
翌
年

の

延

享
五
年

(
一
七
四

八
)

に
、
六
十

歳

で
没

し

て

い
る
。

鳥

丸
光
広

な

ど

を
祖
先

と
す
る
歌

の
名

門
鳥

丸
家

に
生

ま

れ
、

十

五
歳

で
霊

元
院

の
歌
会

に
加
え

ら
れ
指
導

を
受

け
、

頭
角

を
あ

ら

わ
し
た

。
歌
論

を

伝

え
る
書

に

『
和
歌
教
訓

十

五
箇

条
』

や
、
門
弟

が
筆

録

し

た

『
光

栄
卿

御

口
授

』

な

ど
が
あ

る
。

当
然

源
氏

物
語

の
造

詣
も

深

か

っ
た
も

の
と
思

わ

れ
る
。

「
外
題

は
霊

元
院

の
勅

筆
也

。

一
枚

の
目
録

は
光

雄
卿

の
御

筆
也

。
形

の

如

く
之

を
爲
し
畢

ん

ぬ
。
」

 

霊
元

天
皇

は
、

光
栄

が

こ

の
折
紙

を
書

い
た
十

五
年
前

、

享
保
十

七
年

二

七

三

二
)

に
没

し

て

い
る
。

書
陵

部

の
通
村

本

の
外
題

が

霊
元
天
皇

震
筆

で
あ
る

こ
と

か
ら
も
、

写
本

の
も
と

と
な

っ
た

「
官
庫

の
御

本
」

は

通

村
本

の
可
能

性

が
高

い
。

す
る

と
麻
生

家
本

は

通
村
本

を
直

接

に
見

て

書

写

さ
れ
た

こ
と

に
な

る
。
光

雄
卿

は

、
光
栄

の
祖

父

に
当

た
り

、
元
禄

三
年

(
一
六
九

〇

)
、
光

栄

誕
生

の
翌

年

に
亡

く

な

っ
て

い
る
。
も

う

一

枚

の
折

紙

に

「
光
雄

卿
御

筆

之
写

」
と

あ

る

こ
と
か
ら
、

通
村

本

に
は

光

雄

の
書

い
た

目
録

が
附

さ
れ

て

い
た

と
も
考

え
ら

れ

る
。

も

っ
と
も
通
村

の
没
年

(
一
六
五

三
)

に
、
光

雄

は
ま

だ
幼
少

で
、
霊

元
天
皇

は
翌
年

に

生

ま

れ
て

い
る

の
で
あ

る

か
ら
、
外

題

も
目

録
も

後
世
、

光

栄
本
完

成

の

延

享

四
年

(
一
七

四
七

)
以
前

に
付

け

ら

れ
た
も

の
と
な
る

。

七
 

折
紙

ニ
ー

『明
星
抄
』
と

『
山
下
水
』
ー

 

「
此
抄

は
三
光
院

の
抄

也
。

明

星
抄

は
称
名

院

の
抄
也

。
御

外
題

は
家

よ
り
願

う

の
時

、
後

陽
成

院

、
三
光

院

の
抄

の
由
、

思
し
食

し
違

わ
れ

て
、

明
星
抄

の
号

を
下

さ
れ

了

ん
ぬ
。
侃

り
て
家

に
お

い
て
も
、

其
分

に
指

し

置
く

と
云

々
。
此
義

、

委
細

の
趣

は
、

資
慶

卿

の
御
聞
書

に
之
を

載

せ
ら

る
。
故

公
福

卿
同

じ
く

物
語

る
也

。
」

 

三
光

院

は
実
枝

の
号

、
称
名

院

は
公

条

の
号

で
あ

る
。
前

述

し

た
通

り
、

公
条

は
実
枝

の
父
。

『山

下
水

』

は
実
枝

の
著

で
、

『明

星
抄

』

は
公
条

の

著

で
あ

る
と

こ
こ
で
断

言

し
て

い
る
。

し

か
し
後

陽
成
院

は

、
本

来
公

条

の
抄

で
あ

る
も

の
を
実
枝

の
も

の
と
思

い
違

い
を

し

て

「
明

星
抄

」

と

い

う
題

号
を
付

け

て
し

ま

っ
た
。

 

こ
の
詳
細

が
鳥

丸
資

慶

(歌
人

・
一
六

三

二
ー

九

九
)

の
聞
書

に
載

っ

て
お
り
三
条

西

公
福

(歌
人

・
一
六
九

七
-

一
七
四

五
)
も

物
語

っ
た
、

と
あ

る

の
だ
が
、

今

の
と

こ
ろ

『
明
星

抄
』

に
関

す

る
資

慶

・
公
福

の
記

述

は
見

つ
か
ら

な

い
。

 

現

在

で
は
公
条

の
著

作

と
し

て
落

ち
着

い
て

い
る

『
明
星

抄
』

が
、

実
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枝

の
著

と
さ

れ

て

い
た

の
は
、
古

い
も

の
で

『
群
書

一
覧

』

の

「
五
十

五

巻

廿
本

西

三
条

実

澄
公

」

(実
澄

は
実

枝

の
改

名
前

の
名
)

が

あ

る
。
諸

書

で

こ
の

こ
と
ば
が
引

用

さ
れ
、
実

際

つ
い
最

近

ま

で

『
明
星

抄
』

は
実

枝

の
著

と
さ

れ

て

い
た
。

『
源
氏

物
語

事
典

』

や

『
源
氏

物

語
古

注

釈
叢

刊
』

で
も

『明

星
抄
』

の
著
者

は
三
条
西

実
枝

と
な

っ
て

い
る
。

 
実

枝

は
、

父

公
条

の

『
明

星
抄

』

を
引

き
継

ぎ
、

『
山

下
水

』

を

作
成

す

る
ま

で
注
釈
書

と
し
て

フ
ル
に
活

用
し
、
自

ら

の
説
も
書

き

込
ん

で
い

っ

た
。

実
枝

が

『
明
星
抄

』

の
作
者

と
さ

れ
た

の
も

そ

の
あ

た

り

に
原

因

が

あ

る
ら

し

い
。

「
三
光
自

筆
勘

入
」

「
三
光

院

ノ
本
」

と

い
う
書

き

入
れ

の

あ

る

『
明
星
抄

』

の
存

在

な
ど

か
ら
、
伊

井
氏

は
、

「
『明

星
抄

』

は
実
枝

の
自

説

を
主
張

す
る
注

釈
書

と
し

て

一
般

に
広

ま

っ
て

い
た

こ
と

が
推
定

で
き
る

よ
う

で
、

こ
う

い

っ
た
背
景

が

一
説

に
著

者

と

し
て
結

び

つ
け

ら

れ

た

の
で
あ

ろ
う

。
」

と
し

て

い
る
。

 

こ

の

『
明
星
抄

』

の
著
者

の
混
同

を
、

既

に
江
戸
時

代

に
指

摘

し
て

い

る
点

は
注

目

に
値

す

る
。

 

で
は
、

な
ぜ
実
枝

の
抄

と
思

い
違

う

と

「
明

星
抄

」
と

い
う

題
号

に
な

る

の
か
。

 

『
明
星
抄

』
自

身

の
中

で
は
、

そ

の
名
前

の
由

来

に

つ
い
て
は
記

さ

れ

て

い
な

い
。

山
岸

氏

は

「
夜

明
け

の
明
星

と
宵

と
明

星
と
、

何

れ

に
し

て

も
日

月

に
対

し

て
は
比

較
す

べ
く

も
な

い
。
恰

も
河
海

に
対

す

る
細

流

の

如

く
、
日

月

に
対

し

て
は
明

星
と
謙

譲

し
た

の
か
も

し

れ
な

い
」

と
し

て

い
る
。

 
同

じ

く
山

岸
氏

は
、

『細

流

抄
』

の
書

名

を
、

和
漢

朗

詠

集

「
河
海

不

厭
細

流
、

故
能

成

其
深

」

を
出

典

と

し
、

『
河
海

抄
』

に
対

す

る
謙
遜

と

す

る
。

 

『
山
下

水
』

の
書
名

は
、

冒
頭

の

「
題
号

」

に

「
古
今

序

山

下
水

ノ
不

絶

云

々
」

と
あ

る
よ

う

に
、

古
今

序

の

「
か
く
、

こ

の
度

、

集

め
選

ば

れ

て
、
山
下
水

の
、
絶

え
ず
、

浜

の
真

砂

の
、
数

多
く

積

り
ぬ

れ
ば

、
今

は
、

飛
鳥

河

の
瀬

に
成

る

、
怨

み
も
聞

え
ず

、
細

石

の
巌

と
成

る
、
喜

び

の
み

ぞ
、

有

る

べ
き
。
」

に
由
来

す
る
。

伊
井

氏

も

こ
れ
を

「
「
山

か
げ

を
流

れ

る
水

」

の
意

で
、

〈
細

流
〉

と
同

じ
発
想

と
思

わ

れ
る
」

と
述

べ

て

い
る
。

 

「
細
流

」

「山

下
水

」

に
限
ら
ず

、
謙

遜

の
意
を

込

め
た

題

は
多

い
が
、

光
栄

の
記

載
を

信
じ

る

の
な

ら
ば

、

こ

の

「
明
星
抄

」

と
名

づ

け
た

の

は

後
陽

成
院

で
あ

り
、

公
条
本

人

で
も
実
枝

で
も
な

い
こ
と

に
な

る
。

そ
う

す

る
と

そ
こ

に
謙

遜

を
含

め
る
必

要
も
無

く

な

っ
て
く

る
。

 
後

陽
成

院

は

『明

星
抄
』

を
実

枝

の
も

の
と
思

い
違

い
を

し

て

い
た
。

そ

れ
は
前
述

し

た
よ

う
な
当

時

の
実

枝

の
手

に
よ

っ
て
も
成

長

し

て

い
た

『明

星
抄

』

の
存

在

が
あ

っ
て

の
こ

と
だ

ろ
う
。

で
は

な
ぜ

三
光

院

の
抄

な

ら
ば

「
明

星
」

な

の
か
。

お
そ

ら
く

、

コ
ニ
光

」

の
意

味

す

る

と

こ

ろ

が
、

「
日

・
月

・
星
」

で
あ

り
、

「
明
星
」

と

い
う
字

が
完

成

す

る

か
ら

で

あ

ろ
う
。
後

陽
成

院

は
、
元
亀

二
年

(
一
五

七

一
)

に
生

ま

れ
、

元
和

三

年

(
一
六

一
七

)

に
没
し

て

い
る
。
後

陽
成

院
誕
生

の
八
年

前

に
公
条

は

没

し
、

八
年

後

に
実
枝

も
没

し

て

い
る
。

こ
の
後
陽

成
院

の
年
齢

を
考

え

る

と
、

こ
の
題
号

が
付

け
ら

れ
た

の

は
実

枝

の
死
後

で
あ
り

、
後

陽
成

院

が
法

名

三
光

院

か

ら
発

想

し
た

と

い
う
説

は
自

然

で
あ

る
。

『明

星
抄

』

は
決

し

て
謙

遜

し
た

も

の
で
は

な
く
、
実

枝

を
そ

の
ま

ま
意

味

す

る
命

名

で
あ

っ
た

と

で
き
る

の

で
は
な

い
か
。

八
 
折
紙

三
-

実
枝
自
筆
本
・通
村
本
・麻
生
家
本

1

「此
抄
は
世
に
流
布
せ
ざ
る
三
條
西
家
秘
蔵
の
物
也
。
乱
世
等
星
霜
を

一42一



経

て
、

過
半

紛
失

か
。
当

時
家

に
お

い
て
も
、
残

す
所

此
廿

二
冊

云

々
。
」

 

実
枝

自
筆

の

『
山
下
水

』

は
、
世

に
流
布

す

る

こ
と
な

く
三
条

西
家

の

秘
蔵

で
あ

っ
た

。

 

実

枝

は
東

国

か
ら
帰

京

し
、
翌
年

の
永

禄

三
年

(
一
五

七
〇

)

か
ら
宮

中

で

の
源

氏
物
語

の
講

釈
を

開
始

し
、

そ

の
か
た

わ
ら

『
山
下

水
』

の
作

成

を
始

め
た
。
そ
れ

か
ら
通
村

が
書

写

を
し

た
慶
長

十

三
年

(
一
六
〇

八
)

ま

で
三
十

八
年

。

こ
の
間
、

織

田
信
長

は
全

国
統

一
に
乗

り
出

し
、

各
地

で
は

一
向

一
揆

が
盛

ん

に
起

こ
り
、
豊

臣
秀
吉

は
朝

鮮

へ
出
兵

し
、

関

ケ

原

の
戦

い
が

起

き
、

徳

川
家

康

が

江

戸
幕

府

を

開

く
、

と

い
う

ま

さ

に

「乱

世
」
で
あ

っ
た
。
源
氏
物

語

五
十

四
帖
分

が
揃

っ
て

い
た

と
す

る

と
、

そ

の
半
分

以
上

が
紛
失

し

て
し

ま

っ
た

わ
け

で
あ

る
が
、

そ

れ
も

や
む

を

え

な

い
こ
と

か
も
し

れ
な

い
。

三
条
西

家

に
あ

っ
た
本

が

二
十

二
冊
と

い

う

記
述

は
、
通

村
が
書

写

し
た
数

と

(も

ち
ろ

ん
麻

生
家

本

の
数

と
も

)

同

じ

で
あ

る
が
、
通

村
本

が
完

全

に
甲

本

の
写

し
で
あ

る

こ
と

か
ら

も
、

乙
本

は
そ

の
存

在
を

知

ら
れ

て

い
な

か

っ
た

か
、

も

し
く

は

『山

下
水

』

と
し

て
み
な

さ
れ

て

い
な

か

っ
た
も

の
と

思
わ

れ
る
。

 

「仰

に
依

っ
て
先

年
献

上
し

、
之

を
写

し
留

め
ら

る
る
御

本
也

。
此

中

通
村
公

の
書

き
加
う

る
義

等
、

所
見

の
上

は
彼

の
時
節

中
院

家

に
借
用

せ

ら

る
る
か
。
」

 

こ
の
折
紙

が
、

ま
ず
目

録

・
外
題

な
ど

通
村
本

の
こ

と
を
記

し

て

い
る

こ

と
か
ら
も

「
御
本

」

と

い

っ
て

い
る

の
は
通
村

本

の

こ
と
だ

ろ
う
。

こ

こ

で
は
通
村
本

が
書

写

さ
れ

る
ま

で

の
経

緯
を
書

い
て

い
る
。

 

天
皇

の
仰

せ

に
よ
り
実

枝
本

は
宮

中

に
献

上
さ

れ
、
転
写

本

が
作

成

さ

れ

た
。
通
村

が
竹

河
巻

末

に
実

枝

自
筆
本

の
形
態

な
ど

を
書

き
加

え

て

い

る
こ
と

か
ら
、
書
写

の
際
中
院
家

に
貸

し
た

の
で
あ

ろ
う

と
思
量
し

て
い
る
。

 

文
脈

か
ら

す
る
と
、
献
上

し
た

の
は
三
条

西
家

の
よ
う

に
思

わ
れ

る
が
、

慶

長
十

一
年

(
一
六
〇

六
)

に
徳

川
家

康

が

「
三
光
院

自
筆

源
氏

抄

」
を

所

持

し
て

い
る
と

い
う

記
事

も
あ

る

の
で
、
断

定

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

 

「併

し

な
が

ら
当
時

中
院
家

に
此

本
無

し
。

渓
雲
院

の
内

府

新
抄

作

ら

る

る
時

、
所

持

す
る

に
お

い
て

は
義

を
書

き
載

せ
ら

る

べ
き
也

。
新

抄

、

余

写
校

を
遂

ぐ
処

、
此

書

の
義

を
載

せ

ら
れ
ざ

る
也
。
」

 

し

か

し
光

栄

が

『山

下
水

』
を
書

写

し
よ
う

と

し
た
時

に
は
中
院

家

に

「
此

本

」
が

無

か

っ
た
。

「
此

本
」

と

は
実

枝

自
筆

本

を

い

っ
た
も

の
と

も
考

え

ら
れ

る
が
、

お
そ

ら
く
通

村
本

も
含

め

て

『
山
下

水

』

の
存

在

を

い

っ
た

も

の
か
。

お
そ
ら

く
実
枝

本

は
三
条

西
家

(も

し
く

は
徳

川
家

康

の
も

と
)

に
戻

さ
れ
、

通
村

本

は

「
官
庫

御
本

」

と
し

て
宮
中

に
あ

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。

 

渓

雲
院

中
院

通
茂

は
通
村

の
孫

に
な
る
。
通
茂

は
通

村

の
講

釈

を
受

け
、

源
氏

物

語

の
研

究

に
力
を

尽
く

し
、

延
宝

三
年

(
一
六

七
五

)
内

裏

で
霊

元
院

を

初

め
と
す

る

二
十

余
人

に
講
義

も

し

て

い
る
。

『
源
氏

物

語
講

釈
』

と

い
う

五
十

四
冊

の
大
部

の
注

釈
書

を
書

き
上
げ

、

ま
た

『
源
氏

物
語

音

楽

之
事

』

の
著

者

と
も

目

さ

れ

て
お

り
、

「
新
抄

」

は

こ
れ

ら

の
よ

う
な

通

茂

の
源
氏
物

語

の
注
釈

書

を

い

っ
た
も

の
だ

ろ
う
。

中
院

家

に

『
山
下

水

』

が
あ

っ
た
な

ら

「新

抄
」

を
作

る
際

に
も
、
そ

の
諸
説

を

載

せ

て

い

る
は
ず

で
あ

る
が

、

『山

下
水

』

の
説

は
載

せ

ら
れ

て

い
な

か

っ
た

の

は
、

手

元

に
無

か

っ
た

か
ら

で
あ

る
、

と
し

て

い
る
。

 

「
尤

も

、
右
新

抄
至

宝
也
。

併

し
な

が
ら
此

抄
中

、

又
、
金

玉
説

、
間

之
有

り
。
誠

に
珍

宝

と
謂
う

べ
し

。
此

の
如

き
抄
物

不
足

の
儀

に
及

ん
で

は
惜

む

べ
し
惜

む

べ
し
。
」

 

も
ち

ろ
ん

『山

下
水

』

の
説

を
挙
げ

て

い
な

い
と

い

っ
て
も

「
新
抄

」
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は
す

ば
ら

し

い
注
釈
書

で
あ

る
、
と

し

て
か
ら
、

再
び

『山

下
水

』

に

つ

い
て

の
言
及

に
戻

る
。

『
山

下
水

』

の
中

に
は
と

て

も
貴

重
な

説

が
所

々

に
あ

る
。
本
当

に
珍
宝

と

い
う

の

に
ふ
さ

わ
し

い
。

こ

の
よ
う

に
、
五

十

四
帖
揃

っ
て
い
な

い
の
が
惜

し

ま
れ

て
な

ら
な

い
。

 

「此

度
、
書
校

了

り
、
函

底

に
納

め
て
、

次

い
で
粗

、
其

の
来

由
を

注

し
、

子
彦

に

つ
た
う

る
者
也

。
」

 

す

べ
て

の
校

合

を
終

え

た
光

栄

は
、

『
山

下
水

』

が
自

分

の
手

に
届

く

ま
で

の
経
緯
な
ど
自

ら
の
知
る
限

り
の
こ
と
を
書

き
上
げ

、
後
世

に
伝

わ

っ

て

い
く

こ
と

を
願

い
な
が

ら

こ
の

「
珍

宝
」

を
箱

に
納

め

た
。

 

 
 
 

九

 

お

わ

り

に

 

『山

下
水
』

の
実
枝

自
筆

本

は
、
天

理
甲

本

と
乙
本

を
合

わ

せ
て

み
て

も
、

二
十
三
巻

分

二
十

六
冊

を
残

す
だ

け

で
あ

る
。

実

枝

の
説

を

「
箋

」

と
し

て
載

せ
た

通
勝

の

『眠

江
入
楚

』

や
、
自

筆
本

を
忠

実

に
写

し
た

通

村

本

の
存

在
を

あ

わ

せ
て
、

『
山

下
水

』

の
形

成
過

程

や
実

枝

の
注

釈

態

度

を
知

る
ほ

か
な

い
。

 

現
段

階
で

の

『
山
下

水
』

の
不

審
点

を

い
く

つ
か
あ
げ

て
お
く
。

①

実
枝
自

筆
本

は
、
項

目
数

が
多

く
注

記
内

容
が
豊

富

で
筆
致

が
整

っ
た

甲
本

と
、

項
目
数

が
少

な
く

注
記
内

容

が
簡
略

で
筆

致

が
粗
雑

の
乙
本

に

分

か
れ
る
。
項

目
語
彙

・
注

釈
内

容
自
体

が

異
な

る
な

ど
、

単
純

に
乙

本

が
下
書

き

で
甲
本

が

そ

の
清

書

で
あ

る
と

は
断
定

で
き

な

い
。
岡

蔦
氏

や

榎

本
氏

が
検
討

を
加

え
な

が
ら
も

疑
問

を
残

す

と
こ

ろ
で
あ

る
。

②

実
枝
自

筆
本

・

『眠

江

入
楚
』

・
通

村
本

の
関

わ

り

に

つ
い
て
は

っ
き

り
し
な

い
と

こ
ろ
が
あ

る
。

伊
井
氏

や
榎

本

氏
は
通

勝

が

『山

下
水

』

を

転

写

し
た
可
能
性

も
合

わ

せ
て
考

え

て

い
る

(
こ
の
折
紙

に
よ
る

と
、

そ

の
可
能

性

は
低

く

な

る
)
。

ま

た

『
山
下

水

』

以
外

に
、

実
枝

の
講
釈

を

ノ
ー

ト
し

た
通

勝

の

「
聞
書

」

が
、

『
眠

江

入
楚

』
作

成

の
際

「
箋

聞
」

と

さ
れ

て

い
る
が
、

こ

の

「
聞
書

」

の
存
在

自
体

が
不

明

で
あ

る
。

③
実
枝

自
説

の
箇

所

に
付

さ
れ

る

「
箋

」

「箋

日
」
、
そ

し

て

『眠

江
入

楚
』

に
み
ら
れ

る

「箋

聞
」

の
肩

書

き

の
書

き
分

け

は
、
傾

向

と
し

て

は
同

一

の
レ

ベ
ル
で
は
捉

え

ら
れ
な

い
も

の
の
、
原

則

を
求

め
る

こ
と

も

で
き

て

い
な

い
。

 

い
ず

れ
も

『山

下

水
』

の
成

立

と
、

『
眠
江

入

楚
』

や

通
村

本

の
作

成

の
流

れ
を

知

る
大

き

な
鍵

と
な

る
と

こ

ろ
で
あ

る
。

 

こ
う

し

た
疑

問

を
残

し

つ

つ
も
、

今

回
、

『
山

下
水

』

の
伝

来

を
知

る

資
料

の

一
つ
と
な

る
と
考

え
、
麻

生
家

本
、

特

に
折
紙

を
中

心

に
紹
介

し

た

わ
け

で
あ

る
。

 
折
紙

の
内

容

を
ま

と
め

る
と

お
よ

そ
三
点

に
な

る
。

一
つ
に
麻

生
家

本

に

つ
い
て
の
説
明

。
通

村
本

と
思

わ

れ
る

「
官
庫

御
本

」
を

光
栄

が
傭
筆

に
命

じ

て
忠
実

に
書

写

さ

せ

た

も

の

で
あ

る

と
素

姓
を

示

す

。

二

つ
に

『明

星
抄
』

の
題

号

の
由
来

。
公

条

・
実
枝

の
混
同
を

指
摘

し
、

実
枝

の

号

「
三
光
院

」

か
ら

「
明
星

」

と
し

た
と

す

る
。

三

つ
め

に
、

『
山
下

水
』

の
伝
来

。

「
三
条

西
家

秘
蔵
抄

」

で
あ

っ
た
実

枝
自

筆

の

『
山
下

水
』

が
、

一
度
宮

中

に
献

上
さ

れ
、
中

院
家

に
貸

し
出

さ

れ
、
通

村
本

が
書

写

さ
れ

た

と
あ

る
。

 
光

栄

は
、
当
時

の

『
明
星

抄
』

著
者

の
混
乱

等

か
ら
、

一
つ
の
本

が
、

正

し

い
情

報
を
持

っ
て
後
世

へ
伝

わ

る

こ
と

の
難
し

さ
を
感

じ

て

い
た

の

で
は
な

か

っ
た
か
。
実

際
、

近
年

に
な

っ
て
も

『
明
星

抄
』

は
実

枝

の
著

と

さ
れ

て

い
た

り
、
所

在

の
変
遷

や

そ

の
周

辺

の
状
況

も
推

測

が
重

ね
ら

れ

て

い
る
。

光
栄

が
自

ら
筆

を
執

り

「
山
下

水
来

由
」

を
記

し

た

の
は
、

 /!



こ

の
よ
う

な
状
況

を
予

測

し
た
上

で
の
、
彼

の
使
命

感

か
ら

で
あ

ろ
う
。

註
(
1
) 
実
枝
自
筆
本
に
つ
い
て
は
、
岡
鴬
偉
久
子
氏

「源
氏
物
語

『山
下
水
三
条
西

 
 

実
枝
自
筆
』
ー
そ
の
書
誌
的
報
告
ー
」
(『ビ
プ
リ
ア
』
第

一
〇
五
号

天
理
図

 
 

書
館

平
成
八
年
五
月
)
に
よ
る
。

(2
)

宮
内
府
図
書
寮
編

『図
書
寮
典
籍
解
題

文
学
篇
』
昭
和
二
十
三
年

(3
) 
伊
井
春
樹

『源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究
』
桜
楓
社
 
昭
和
五
十
五
年
十

一
月

(4
) 
実
枝

の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
敬
氏

「
三
光
院
実
枝
評
伝
」
(『国
語
国
文

 
 

研
究
』
第
三
十
八
号

北
海
道
大
学
国
文
学
会

昭
和
四
十
三
年
二
月
)
や
伊
井

 
 

春
樹
氏
前
掲
書

に
よ
る
。

(5
) 
大
津
有

一
「
注
釈
書
解
題
」
(池
田
亀
鑑

『源
氏
物
語
事
典
』
東
京
堂
出
版

 
 

昭
和
三
十
五
年
六
月
)

(6
)

筆
者
は
近
世
和
歌
研
究
会
編

『近
世
歌
学
集
成
』
(明
治
書
院

平
成
九
年
)

 
 

収
載
の

『資
慶
卿
口
授
』
『続
耳
底
記
』
を
見
た
に
過
ぎ
な
い
。

(7
) 
尾
崎
雅
嘉

『群
書

一
覧
』
大
坂
多
田
定
学
堂
海
部
屋
勘
兵
衛
刊
本

享
和
二

 
 

年

(
一
八
〇
二
)
六
月
刊

 
 

長
澤
規
矩
也

・
阿
部
隆

一
編

『日
本
書
目
大
成
第

一
巻
』
(汲
古
書
院

昭
和
五

 
 

十
四
年
三
月
)
に
よ
る
。

(8
) 
大
津
氏
前
掲
書

(9
) 

中
野
幸

一
編

『
源
氏
物
語
古
注
釈
叢
刊

第
四
巻

明
星
抄

種
玉
編
次
抄

雨

 
 

夜
談
抄
』
武
蔵
野
書
院

昭
和
五
十
五
年
十
二
月

(10
) 
山
岸
徳
平

「
源
氏
物
語
研
究
」
(島
津
久
基

・
山
岸
徳
平

・
池
田
亀
鑑

『
源

 
 

氏
物
語
研
究
』
有
精
堂

昭
和
四
十
五
年
七
月
)

(11
) 
新
日
本
古
典
大
系

小
島
憲
之

・
新
井
栄
蔵
校
注

『古
今
和
歌
集
』
岩
波
書

 
 

店

一
九
八
九
年
二
月

(12
) 
伊
井
春
樹
氏
前
掲
書

に
よ
る
。
「慶
長
日
件
録
」
慶
長
十

一
年
六
月
十
八
日

 
 

の
条
。

(13
)

重
松
信
弘

『増
補
新
放
源
氏
物
語
研
究
史
』
風
間
書
房

昭
和
五
十
五
年
十

 
 

月
増
補
版
。

〔追
記

〕
山
岸
徳
平
氏

「
源
氏
物
語
研
究
」

の
追
記

に
、

「も
と
中
山
候
爵
家

に
在

っ
た

「山

下
水
来
由

」
と
題

し
た
も

の
の
中

に
烏
丸
光
栄

が

「
こ
の
抄
三
光
院

抄
也
、
明
星

抄

八
弥
各
院
也

」
と
記
し

て
居
た
。
」
と
あ
り
、
こ

の

「も
と
中
山
候
爵
家

」

に
あ

っ
た
。

『山

下
水
』
が
、

そ

の
後
麻
生

家

に
移

っ
た
も

の
と
思

わ
れ
る
こ
と
を

こ
こ

に
付
記

し

て
お
く
。

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

(ま

つ
ば
ら
 

し
の
ぶ
)
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